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Ａ 

｢PPZR-E05｣を
使 用 し な い 場
合 

Ｂ 

｢PPZR-E05｣を
使用する場合 

Ｃ 
貼り始め/ 
貼り終わり 

 

ｲﾉﾝ ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ for ｵﾘﾝﾊﾟｽ  
 
ｲﾉﾝ製品のお買い上げ有難う御座います｡ 
 
ｲﾉﾝ ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ ｼﾘｰｽﾞは､ﾏﾙﾁｺｰﾄを施した光学ｶﾞﾗｽを採用し､画面周辺部でも高画質である事はもちろん､ﾌﾚｱ/ｺﾞｰｽﾄを

排除し､高ｺﾝﾄﾗｽﾄで切れのよい画像を実現する高品質ﾎﾟｰﾄです｡ 

本｢ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ for ｵﾘﾝﾊﾟｽ｣は､ｵﾘﾝﾊﾟｽの ZUIKO DIGITAL ED 8mm F3.5 Fisheye ﾚﾝｽﾞ専用のﾎﾟｰﾄとなります｡ 

また､ｵﾘﾝﾊﾟｽ製防水延長ﾘﾝｸﾞ PER-E01､及びｽﾞｰﾑｷﾞｱ PPZR-E07と組み合わせる事で､ZUIKO DIGITAL ED 9-18mm F4.0-5.6

ﾚﾝｽﾞにも対応可能です｡ 

 

製品内訳 : ・ ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ for ｵﾘﾝﾊﾟｽ本体 [①]  ×1 

・ 遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞ ZUIKO DIGITAL ED 8mm [②] ×2 

 

対応ｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞ : ・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ PT-E01 

・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ PT-E02 

・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ PT-E03 

・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ PT-E05 

・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ PT-E06 

・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ PT-EP08 (*1) 

・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ PT-EP11 (*1) 

 

対応ﾚﾝｽﾞ : ・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ ZUIKO DIGITAL ED 8mm F3.5 Fisheye 

・ ｵﾘﾝﾊﾟｽ ZUIKO DIGITAL ED 9-18mm F4.0-5.6 (*2)(*3) 
 
*1 ご使用には､本製品の他に､ｵﾘﾝﾊﾟｽ社の防水ﾎﾟｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ｢PAD-EP08｣､防水延長ﾘﾝｸﾞ｢PER-E01｣､及びｲﾉﾝ

｢遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞ D80｣が別途必要となります｡ 
 
*2 ご使用には､本製品の他に､ｵﾘﾝﾊﾟｽ社の防水延長ﾘﾝｸﾞ｢PER-E01｣､及びｽﾞｰﾑｷﾞｱ｢PPZR-E07｣が別途必要とな

ります｡ また､ご使用前に､ｽﾞｰﾑｷﾞｱ｢PPZR-E07｣の“遮光板”部分の端をｶｯﾄする必要があります｡ 
 
*3 撮影状況によっては､ｽﾞｰﾑﾜｲﾄﾞ端時､絞り開放側で画面周辺部の画質が劣化する可能性があります｡ こ

の場合には､絞りを絞ってご使用下さい｡ 

 

使用前の準備 :  

 

 

 

・ ｢ｵﾘﾝﾊﾟｽ ZUIKO DIGITAL ED 8mm F3.5 Fisheye｣をご使用の場合： 

付属の『遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞ ZUIKO DIGITAL ED 8mm』を“ﾚﾝｽﾞ”に取り付けます 

ｶﾒﾗ内蔵ｽﾄﾛﾎﾞ光を遮光するため､同梱の『遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞ ZUIKO DIGITAL ED 8mm』を､“ｵﾘﾝﾊﾟｽ ZUIKO DIGITAL 

ED 8mm F3.5 Fisheye”へ取り付けます｡ｶﾒﾗ内蔵ｽﾄﾛﾎﾞ光の写り込みを抑制するため､必ず行なって下さい｡ 

ﾚﾝｽﾞの遮光ﾌｰﾄﾞ(花型ﾌｰﾄﾞ)外周部分に､｢遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞ ZUIKO DIGITAL ED 8mm｣を貼り付けます【下画像Ａ】｡

なお､ﾏﾆｭｱﾙﾌｫｰｶｽを行う為に､ｵﾘﾝﾊﾟｽ製ﾌｫｰｶｽｷﾞｱ｢PPZR-E05｣を使用する場合でも､同様に､｢遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞ 

ZUIKO DIGITAL ED 8mm｣を貼り付ける必要があります【下画像Ｂ】｡ 

いずれの場合にも､貼り始め/貼り終わりが､ｶﾒﾗ内蔵ｽﾄﾛﾎﾞより最も離れた場所となる様､【下画像Ｃ】の要

領で貼り付けを行って下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2016年 6月現在) 

(2016年 6月現在) 
 

本説明書｢使用上の注意｣の項､及びｶﾒﾗ､ﾚﾝｽﾞ､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ､防水延長ﾘﾝｸﾞ､ｽﾞｰﾑｷﾞｱ等の使用説明書/保証書を良くお読み
頂き､弊社､及びｶﾒﾗ､ﾚﾝｽﾞ､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ､防水延長ﾘﾝｸﾞ､ｽﾞｰﾑｷﾞｱの各販売/製造会社の保証条項について､ご確認/ご理解
頂いた上､実際の作業を行って下さい｡ 
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Ｄ 
・ ｢ｵﾘﾝﾊﾟｽ ZUIKO DIGITAL ED 9-18mm F4.0-5.6｣をご使用の場合： 

別売のｽﾞｰﾑｷﾞｱ『PPZR-E07』の“遮光板”部分の端をｶｯﾄし､“ﾚﾝｽﾞ”に取り付けます 

ｶﾒﾗ内蔵ｽﾄﾛﾎﾞ光を遮光するため､別売のｵﾘﾝﾊﾟｽ製ｽﾞｰﾑｷﾞｱ『PPZR-E07』を“ｵﾘﾝﾊﾟｽ 

ZUIKO DIGITAL ED 9-18mm F4.0-5.6”へ取り付ける必要があります｡ 

この際､必ずｽﾞｰﾑｷﾞｱの“遮光板”部分の端を『約 5mm』ｶｯﾄして下さい【右画像Ｄ】｡ 

ｽﾞｰﾑｷﾞｱをｶｯﾄしないでﾚﾝｽﾞに取り付けた場合､ｽﾞｰﾑｷﾞｱの“遮光板”部分が本製品

内面に接触して､ｽﾞｰﾑ操作に支障をきたす恐れがあります｡ ご注意下さい｡ 

ｽﾞｰﾑｷﾞｱの取り付け方法詳細につきましては､ｽﾞｰﾑｷﾞｱ付属の使用説明書をご覧下

さい｡ なお､ｽﾞｰﾑ操作を行わない場合でも､上記の通り必ずｽﾞｰﾑｷﾞｱの取り付けを行う必要があります(ｽﾞｰﾑ

ｷﾞｱを取り付けない構成には対応しません)｡ 
 
別売の防水延長ﾘﾝｸﾞ『PER-E01』をﾊｳｼﾞﾝｸﾞに取り付けます 

別売のｵﾘﾝﾊﾟｽ製防水延長ﾘﾝｸﾞ『PER-E01』をﾊｳｼﾞﾝｸﾞに取り付けます｡浸水事故の原因となりますので､防水

延長ﾘﾝｸﾞの O ﾘﾝｸﾞ/O ﾘﾝｸﾞが入っている溝､及び､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ側の O ﾘﾝｸﾞが圧着する面にごみ/傷等が無い事をよ

く確認して下さい｡詳細は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/防水延長ﾘﾝｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

 

取り付け/使用方法 : ・ ｢ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ for ｵﾘﾝﾊﾟｽ本体｣を直接､或いは防水延長ﾘﾝｸﾞを介して､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞに取り付けます｡浸水事故の原
因となりますので､ﾎﾟｰﾄの O ﾘﾝｸﾞ/O ﾘﾝｸﾞが入っている溝､及び､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ側の O ﾘﾝｸﾞが圧着する面､或いは､防
水延長ﾘﾝｸﾞのOﾘﾝｸﾞが圧着する面にごみ/傷等が無い事をよく確認して下さい｡詳細は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/防水延長ﾘﾝ
ｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 

・ ｢ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰⅡ｣を使用する場合には､この時点でﾎﾟｰﾄ本体へ取り付けます｡ﾌﾚｱ/ｺﾞｰｽﾄをふせぐだけでなく､ﾄﾞｰ
ﾑﾎﾟｰﾄ for ｵﾘﾝﾊﾟｽ本体を取り付けたﾊｳｼﾞﾝｸﾞを､安定して置く事が出来る様になる為､ご使用を強くお勧め
します｡詳細は､｢ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰⅡ｣付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

・ “ﾚﾝｽﾞ”をｾｯﾄしたｶﾒﾗを､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞに取り付けます｡ ｶﾒﾗのﾊｳｼﾞﾝｸﾞへの取り付け方法の詳細につきましては､
ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

 

使用前検査 : ・ 本製品/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞをご使用になる前には､組立が正しい手順で行われ､本製品とﾊｳｼﾞﾝｸﾞとの間が確実に防水

されている事を確認する為､必ず､清浄な真水(30°以下)を満たした風呂等に､組み立てた本製品/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

を沈めて静置し､両者の間に浸水が無い事を確認して下さい｡ 

使用前検査の詳細は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて : ・ ご使用後は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞから取り外さずにそのまま､真水中(30℃以下)に数時間静置して塩分等をよく取り除

いて下さい｡詳細は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の使用説明書をご覧下さい｡ 

・ ｴｱｶﾞﾝ等で水滴を吹き飛ばし､直射日光の当たらない､風通しの良い場所に置き､乾燥させて下さい(完全乾

燥には数日掛かります)｡ﾚﾝｽﾞ面に水滴を残したまま放置すると､ｼﾐ/ﾔｹ等の原因となります｡ご注意下さい｡ 

 

取り外し方法 : ･ 前記の取り付け方と逆の手順にて､(使用している場合には)先ず｢ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰⅡ｣を取り外してから､｢ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ 

for ｵﾘﾝﾊﾟｽ本体｣の取り外しを行って下さい｡ 

なお､｢遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞ ZUIKO DIGITAL ED 8mm｣を“ﾚﾝｽﾞ”に取り付けた場合は､そのまま取り外さないで下さい｡ 

 

使用上の注意 : ・ ﾎﾞｰﾄなどの激しい振動や大きな衝撃を与えないで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 

・ 砂浜や船のﾃﾞｯｷ上など､強い直射日光の当たる場所や､炎天下の自動車内など､高温となる場所に放置しな

いで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 

・ ご使用による衝撃やｷｽﾞが原因で､ﾚﾝｽﾞ部分の強度が低下する(＝耐圧水深が浅くなる)場合がありますので､

本製品の取り扱いには十分ご注意頂き､必ず実用耐水深以内でご使用下さい｡ 

・ ご使用前の水漏れ検査､ご使用条件､ご使用後のﾒﾝﾃﾅﾝｽ､及び防水機能のﾒﾝﾃﾅﾝｽ等は､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属の取扱説

明書に準じます｡O ﾘﾝｸﾞのﾒﾝﾃﾅﾝｽには､必ずﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属のｵﾘﾝﾊﾟｽ純正ｸﾞﾘｽ(ｼﾘｺﾝ O ﾘﾝｸﾞ用ｸﾞ
ﾘｽ)を使用して下さい｡ 

・ 本製品のﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/防水延長ﾘﾝｸﾞへの取り付け作業や遮光ｽﾎﾟﾝｼﾞのﾚﾝｽﾞへの貼り付け作業､ｽﾞｰﾑｷﾞｱのｶｯﾄ作
業(以下､｢当作業｣)等は､ﾚﾝｽﾞ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ｽﾞｰﾑｷﾞｱの販売/製造元が関知している物ではありません｡｢当作
業｣等についてのご質問､お問合せ等は､決してﾚﾝｽﾞ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ｽﾞｰﾑｷﾞｱの製造元に行わないで下さい｡同様
の理由により､｢当作業｣等を行う場合､お客様ご自身が全ての責任を負う必要がある事をご確認下さい｡  

本製品に装着されている O ﾘﾝｸﾞは､ｵﾘﾝﾊﾟｽ E ｼｽﾃﾑ純正のﾎﾟｰﾄ用 O ﾘﾝｸﾞ｢POL-E101｣です｡ 

ｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟ/ﾒﾝﾃﾅﾝｽには､必ずｵﾘﾝﾊﾟｽ純正の『 ｼﾘｺﾝ O ﾘﾝｸﾞ用ｸﾞﾘｽ(白ｷｬｯﾌﾟ) 』
をご使用下さい｡ 

ｲﾉﾝｸﾞﾘｽを含む他社製ｸﾞﾘｽは､浸水事故の原因となりますので､使用しないで下さい｡ 
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有限会社 ｲﾉﾝ                 
 

〒247-0061                    

神奈川県鎌倉市台 2-18-9 

Tel.   0467-48-2174           

Fax.   0467-48-2178           

E-mail support@inon.co.jp     

URL    http://www.inon.co.jp/ 
 

2016年 6月 

 

 
・ ｢当作業｣等を行う事によって､ﾚﾝｽﾞ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ｽﾞｰﾑｷﾞｱ等の保証期間内であっても､各製品販売/製造元の無

償修理を受ける事が出来なくなる可能性があります｡ 予めご了承下さい｡ 各製品の保証条項詳細につき
ましては､各製品付属の使用説明書/保証書をご確認下さい｡ 

・ 万一､｢当作業｣等を行う事によって不具合(ﾚﾝｽﾞ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ本体､ﾚﾝｽﾞ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属品､ﾚﾝｽﾞを装着してﾊｳｼﾞﾝ
ｸﾞ内にｾｯﾄするｶﾒﾗ本体等の不具合等)が生じた場合､弊社は一切､その責任を負いかねます｡ 

・ 万一､｢当作業｣等を行う事によって浸水等の不具合が生じ､この不具合に起因する､付随的損害(撮影に要し
た諸費用及び撮影により得べかりし利益の喪失等)が発生した場合においても､弊社は一切､その責任を負
いかねます｡ 

・ 以上の注意事項､及び補償条項について､ご納得頂けない場合には､｢当作業｣等を行わないで下さい｡未使
用の場合に限り､関連製品の返品を受け付けます｡詳細につきましては､弊社までお問合せ下さい｡ 

 

ｵﾌﾟｼｮﾝについて : ・ ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰⅡ         \12,000-(税抜) 
ﾎﾟｰﾄ前面のﾚﾝｽﾞに意図せず岩などが接触する事などを防ぐだけでなく､ﾌﾚｱ/ｺﾞｰｽﾄの原因となる､露光に必
要ない光を遮光してｸﾘｱな画像を実現します｡また､ﾎﾟｰﾄﾚﾝｽﾞ面を下にしてﾊｳｼﾞﾝｸﾞを安定よく置く事ができ
る様になり､ｶﾒﾗｾｯﾃｨﾝｸﾞ時などにも利便性が高いので､可能な限り本ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄとの併用をお勧めします｡ 

・ ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄｶﾊﾞｰ        \3,000-(税抜) 
ｳｴｯﾄｽｰﾂと同じﾈｵﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ製のﾎﾟｰﾄｶﾊﾞｰです｡ 
 

 

 ｲﾉﾝ ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ for ｵﾘﾝﾊﾟｽ 主な仕様
 ﾀｲﾌﾟ  ﾄﾞｰﾑﾎﾟｰﾄ for ｵﾘﾝﾊﾟｽ
 対応ﾚﾝｽﾞ  ｵﾘﾝﾊﾟｽ ZUIKO DIGITAL ED 8mm F3.5 Fisheye､

 ｵﾘﾝﾊﾟｽ ZUIKO DIGITAL ED 9-18mm F4.0-5.6 (*1)
 全長 / 外径 / 重量  68mm / φ162mm / 664g (単体､陸上)
 実用耐水深 (*2)  60m
 本体材質 / 表面処理  耐蝕ｱﾙﾐ合金 / 硬質黒ｱﾙﾏｲﾄ
 硝材 / 表面処理  光学ｶﾞﾗｽ / 内面ﾏﾙﾁｺｰﾃｨﾝｸﾞ

*1 ご使用には､本製品の他に､ｵﾘﾝﾊﾟｽ社の防水延長ﾘﾝｸﾞ｢PER-E01｣､及びｽﾞｰﾑｷﾞｱ｢PPZR-E07｣が
別途必要となります｡ また､ご使用前に､ｽﾞｰﾑｷﾞｱ｢PPZR-E07｣の“遮光板”部分を一部切断
する必要があります｡ 

*2 ﾎﾟｰﾄ単体の実用耐水深は 60m ですが､防水ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰの実用耐水深を深くする機能はありませ
ん｡組み合わせる防水ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰの実用耐水深を超えて使用する事はおやめ下さい｡ 

mailto:support@inon.co.jp
http://www.inon.co.jp/

